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教
湾
脅
の
碑
芯
ど
も
あ
り
、
こ
れ
5
の
史
跡
と
あ
わ
せ
て
吋
献
策
す
る
と
、
よ
り
楽
し
み
も
拡
が
り
ま

す
。
ぜ
ひ
一
鐙
出
組
問
げ
て
み
て
は
い
か
ガ
で
す
か
。

H
H
公
器
緑
地
諜

U

み畠
れ祭
語ちと
う
壌と

校
の
市
側
、
地
凶
参
照
)
の
一
い
げ
れ
に

広
さ
約
2
・
4
へ
ク
タ

i
ル
を
一
昨

作
者
の
好
立
に
よ
り
、
山
が
借
り

受
け
て
強
制
し
た
も
の
で
す

q

に
行
わ
れ
た
動
航
物
的
必

シ
ラ
カ
シ

ヒ
/
キ
な
ど
の
樹
木
下
約

2
9
0
料
、
動
物
2
組
、
丸
山
川
説
、

昆
虫
九
純
が
線
認
さ
れ
ま
し
た
り

こ
れ
ら
の
動
杭
物
が
問
み
γ
M
刻々

の
自
然
の
生
態
を
見
せ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

の
ヤ
識
が
ン
し
、
今
回
附
の
中

州
い
い
市
民
の
森
は
市
内
で

2
番
目
。

小
沢
ウ
シ
東
原
地
先
(
開
閉
立
湖
北
高

スキ、
楽
し
み
万
一
除

ν
ち
い

M3v
は
、
で
き
る
だ
け
山
然
に
近
い
状

態
で
桟
し
、
野
本
や
野
ね
な
ど
の

行
然
鋭
的
問
や
丸
山
間
の
し
く
み
を
mr

山
中
什
・
体
殺
し
た
り
、
み
ん
な
で
磁
を

守
り
行
て
て
い
く
よ
、
つ
に
な
っ
て

い
法
令
。
し
た
が
っ
般
市
助
や

ト
イ
レ
、
ブ

っ
て

小
沢
市
民
の
ん
殺
は
、
湖
北
肌
か

ら
ゆ
っ
く
り
少
い
て
約
加
分
ほ
ど
。

減
山
内
は
、

3
つ
め
広
場
と
そ
れ
を

巡
る
散
策
路
(
全
長
約
8
0
0
メ

i
ト
ル
)
が
摂
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
広
場
の
特
徴
は
、

次
め
と
お
り
で
す
り

極
カ
ブ
ト
ム
シ
の
広
場

こ
の
広
場
に
は
、
冬
の
こ
闘
と

机

M

m

M
附
が
あ
り
・
市
悼
す

ω
h
s
の
こ
川
州

め
…
一
階
に
は
、
腕
部
土
合
川
い
た

カ
ブ
ト
ム
シ
の
州
知
州
地
設
を
設

け
、
そ
こ
か
ら
鳩
び
均
っ
た
カ
ブ

ト
ム
シ
を
白
山
に
と
っ
て
も
ん
う
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3月28自(土)午前日時

後、 1'1r!.~鋭築会を

この夜祭会では、続

i-fi'うほか、

の洪符かげも;れ、ます。多

くの)iの参加をおn'ちしてい

蕊

なお、地i:'ll場がありません

ので、社!でのニ、米場はご迫感

くだ、~~、。

っ

て

い

シ

イ
タ
ケ
の
泌
を
糾
え
た
ば
ト
ホ
で
シ

イ
タ
ケ
持
培
も
行
い
、
ハ
山
川
に
キ

ノ
コ
狩
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
も
な
っ
て
い
ま
す
り

野
別
川
州
に
は
、
燃
に
山
小
一
す
る

つ
め
、
開
門
学
の
う
つ
り

る
よ
う
ハ
い
な
っ

て
い

働
サ
ク
ラ
の
広
場

こ
こ
に
は
、
白
川
知
め

ザ
ク
ラ
の
大
木
が
あ
り
、

き
れ
い
な
花
を
見
る
こ
し

ま
す
。
ゆ
つ
く
り
出
ザ
ク
一
フ
を
見

ら
れ
る
よ
う
、
ベ
ン
チ
を
2
基
設

抗
し
て
あ
り
ま
す
。

-at---プ
の
林

木
の
校
か
き
り
さ
ま

の
ひ

i
ブ
会
議
一
き
り
し

に
白
山
に
遊
ん
で
も

に
な
っ
て
い
法
令
。

謝
イ
ヌ
シ
ヂ
の
広
場
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め
よ
い
広

場
。
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外
山
中
2
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と
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チ

4
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試験放送に
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が
ル
品
川
し
で
わ
り
、
め
ん
が
り
と

お
か
庁
中
ー
で
も
広
げ
て
休
む
の
に
以

治
な
場
所
で
す
け

こ
の
ほ
か
、
作
所
に
解
説
桜
や

品
川
似
を
出
品
川
し
て
あ
り
ま
す
む
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¥

気

持
ち
よ
く
利
川
す
る
た
め
に
次
の

こ
と
や
}
~
寸
り
ま
し
ょ
う
。

。
山
一
恥
ボ
附
げ
の
山
取
り
入
れ
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
"

。
タ
バ
コ
や
火
の
使
用
は
絶
対
し

な
い
で
く
だ
さ
い
り

り
山
帆
物
や
は
山
一
な
と
を
掠
約
惜
し
な

い

で

く

い

ケ

と

カ

ッ
ト
ム

会
進
め
て
い
ま
す
リ

山
叫
ん
代
、
口
か
一
叫
に
設
抗
さ
れ

て
い
ま
す
が
、

3
川
小
に
こ
の

い
燃
料
の
ぷ
験
校
一
応
を
行
い
ま

す
υ

ご
協
力
を
お
則
い
し
ま
十
M

V
問
い
合
わ
せ
い
山
川
山
中
一
一
山
ぷ

防
災
Mm

こ
の
ム
広
報
紙
詰
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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火の用心7つのポイント
夫ぷらを揚げるときはそ
の壊を離れない
会F!ifのコンロからの火災が急増

中。その場を離れる時は火を消す。

ストーブiこは燃えやすい
ものを近づけない
スト…ブの上てω洗だく物を干・し

たり、カーテンの近くで使わない。

1992. 3. 

た
火
災
は
日
件
、
損
害
額
は

1
6

6
8万
9
0
0
0内
心
の
ほ
っ
て

い
ま
す
。
一
昨
年
と
比
較
す
る
と

減
少
傾
向
心
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
油
断
は
特
別
物
。
冬
か
ら
併
記

め
こ
れ
か
ら
の
か
郎
は
火

。
家
鑓
期
火
災
報
知
機
燃
や
熱

命
感
知
し
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
ま
す

0

0
安
全
緩
房
縁
兵
耐
民
自
動
沼

化
い
川
市
川
が
設
け
ら
れ
て
い
る
石
検

ス
ト
ー
ブ
、

h

立
ち
諮
え
安
全
線
問

μ
刊
の
が
ス
ス
ト
ー
ブ
、
転
倒
時
自

動
的
に
屯
泌
が
切
れ
る
環
気
ス
ト

ー
ブ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
.

0
防
炎
物
品
カ

i
テ
ン
、
ジ
ュ

i
タ
ン
、
枕
カ
パ

i
、
も
布
な
ど
拐

炎
加
地
制
引
を
し
た
も
の
で
す
。

。
安
全
底
鼠
が
ま
空
だ
き
を
し

た
ど
警
は
動
的
に
火
が
消
え
ま
す

0

0
畿
会
錦
理
器
具
捌
灘
小
に
…
大

ぷ
ら
泊
等
が
紛
糾
常
燃
娩
し
た
と

き
、
日
動
的
心
火
を
約
し
た
り
、
細

川
悦
小
に
火
が
消
え
た
場
合
が
ス
の

供
給
を
止
め
ま
す
。

3
月
1
臼

か

ら

7
日
(
土
)

ま
で
容
の
会
問
火
災
予
訪
運
動
が

一
お
わ
れ
ま
す
。
全
国
統
一
の
防
火

撚
約
は
「
毎
日
が
火
の
沈
静
報
発

令
中
」
で
す
。

昨
年
1
年
期
日
九
市
内
で
発
生
し

災
め
増
え
る
矧
山
内
に
あ
り
ま
す
。

火
災
の
到
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
立
が
原
因
で
令
。

火
災
か
ら
尊
い
生
命
、
大
切
な
幣

訟
を
守
る
た
め
に
も
火
の
元
に
は

ト
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
協
殺
の

制
九
日
は
、
白
山
歳
以
上
の
潟
齢
者
が

約
半
数
を
必
め
て
い
ま
す
の
高
齢

者
の
い
る
ご
家
総
で
は
特
に
注
怒

i
u
v
 

験
、
条
約
サ
ー
ビ
ス
コ

や
合
同
警
防
開
訓
練

v
a時
3
Nバ
S
H
H
(
け
け
)
午
前
日

時
か
ら
、
パ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
説
孫
子

〈
伐
孫
子
駅
北
口
)

V
内
容
ふ
れ
山
内
へ
の
火
災
予
坊
の

普
及
と
的
防
総
の
幹
防
体
制
強
化

の
た
め
総
合
訓
練
を
笑
絡
し
ま
す
“

や
消
防
盟
放
水
大
会

V
良
時

3
月

工

日

午

前

9

中
将
ふ
ら
、
阿
波
け
一
%
り
孜

自

主

j
4
4
j
I
j
dゾ

V
内
容
糠
防
技
術
の
向
上
と
土

気
の
お
揚
を
図
る
た
め
、
災
戦
放

水
蹴
技
会
を
実
施
し
法
す
。

蟻
問
い
合
わ
せ
摘
妨
本
部
予
防

諜
控

(
U
M
)
0
1
1
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3 F.Iはまだ宮気が乾燥しています。

いま一度、家族会員で「火の用心j に

ついて話し合いましょう。

今
日
、

湖

北

会

審

を

関

数

お
の
金
問
火
災
予
防
巡
動
小
に

防
火
対
象
物
お
よ
び
危
険
物
地
設

の
立
入
検
燃
や
係
省
防
火
診
断
を

行
う
ほ
か
、
次
め
行
事
を
実
施
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ

怒
い
。

や
火
災
予
防
キ
ヤ
ン
ベ

i
ン
事
業

V
問
時

3
月
1
m
u
(
日
)
午
後
1

時
か
ら
3
特
別
分
{
湖
北
分
箸
)

V
内
容
抑
制
北
分
殺
を
開
放
し
消

防
自
動
車
な
ど
の
展
示
・
体
験
来

消
防
若
様
裁
の
蹴
潟
、
慨
体

家
躍
で
備
え
た
い
院
災
機
器

家
騒
明
、
火
が
出
て
も
素
早
く
発

見
し
て
被
山
殺
を
最
小
限
に
す
み
た

め
、
い
ろ
い
ろ
な
役
宅
防
災
機
部

が
同
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、

い
く
つ
か
籾
介
し
ま
し
ょ
う
。

鴎
定
資
産

宅
地
並
み

都

市

計

税

に

な

り

も
含
め
間
関
定
資
服
組
、
都
市
計
関

税
に
つ
い
て
、
す
べ
て
宮
地
並
み

諜
税
が
通
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
り

ま貌
すが
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成

3
年
度
に
長
期
営
肉
料
継
続

農
地
制
度
の
議
用
品
乞
受
け
た
農

地
、
ま
た
は
平
成

3
年
度
に
係
る

3
・
3
州
当
た
り
の
詳
僚
級
が
3

万
円
米
織
で
あ
る
民
地

②
都
市
計
密
謀
の
窓
内
総
資
等
で

生
政
紋
地
指
定
め
精
一
日
み
が
あ
っ
た

4発

子
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な

お

、

つ

い

て
は
広
報
4
刃
1
日
分
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
{
社
会
教
育
部
)

V
予
定
機
感
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(
同
開
講
曜
日
〉
*

引
退
(
毎
週
土
問
の
午
前
)
事
茶
道

(
表
:
・
毎
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第
1
・
3
水
抑
制
の
午

前
、
誕
:
・
ん
時
間
バ
第
2
・
4
木
昭
の
や

前
)
ホ
油
絵
(
努
選
火
縮
め
午
後
)

*
氷
山
撤
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(
毎
週
火
騒
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午
前
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噌

生
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毎
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筋
l
‘

3
木
綿
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後
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〈
総
叶
一
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・
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毎
月
第
2
・

4
門
川
印
刷
め
か
前
)
#
七
円
以
腕
(
持

n

m
W
1
・
3
水
認
め
午
前
〉
*
パ
ン
ブ

ラ
ワ

i
(侍
月
第
2
・
4
水
附
の
午

前
)
事
予
縦
み
(
怒
月
第
1
・3
火

山
め
午
前
〉
本
フ
ラ
ン
ス
料
総
〈
部

バ
出
1
・
3
水
協
の
午
前
V
*
鱗
一
よ

い
一
山
(
毎
月
第
2
・
4
水
制
の
午
前
)

牢

紙

人

形

・

3
金
附
の

「
保
全
す
る
農
地
」

生
総
緑
地
地
反
…
内
の
路
地
と
す

る
こ
と
が
け
ん
込
ま
れ
み
服
地
に
つ

い
て
は
、
脱
行
絞
め
制
皮
に
基
づ

く
と
一
平
成
4
卯
度
当
初
は
す
べ
て

み
説
税
さ
れ
、
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市
街
化
区
域
内
め
設
地
に
つ
い

て
は
、
一
長
期
件
践
例
制
続
燥
地
制
度

が
平
成

3
年
成
限
り
で
m
ぬ
ふ
ん
お

れ、

4
年
度
か
ら
は
「
保
合
す
べ
冬

路
地
と
し
て
、
生
向
山
林
地
法
に
判
明

づ
く
生
時
一
緑
地
と
し
て
の
瓜
地
L

ま
た
は
「
布
地
化
す
る
農
地
」
の
い

ず
れ
か
心
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な

※
こ
の
制
度
で
は
、

生
産
緑
地
と
な
ら

ん
問
、
ふ

で日宅
地
一
政
み
謀
総
Mm
と
民
地
部
税
初

出
制
と
め
涼
綴
が
減
額
泣
付
怒
れ

る、

し
、
現
行
め

年
度
当
初
め
脱
れ
川
引
が
急
激
な
明

加
と
な
る
た
め
、
羽
在
、
山
間
に
お
い

て
、
そ
め
民
地
が
次
め

φ
お
よ
び

哉
の
い
ず
れ
に
も
該
中
川
ず
る
場
合

は
、
生
淀
川
州
地
の
桁
む
の
打
無
が

明
ら
か
に
な
る
ま
で
、
税
れ
和
一
会

民
地
税
収
如
何
当
制
に
と
ど
め
る
こ

で
き
る
制
涯
の
剤
投
が
検
討 4 

「
宅
地
化
す
る
農
地
」
の
課
税

;Wi. /';¥剖

滋 仮 ilvJ ...，.主
主性事長治
孔 ;;.も 霊堂区
の iがJpJr 

北ので
地 1お鍋
ほ 1J弱点
ノ山、 ，-・ ιエニ

良語吾、
古代 f役ら欝乙へ
で'"錯

し、 グ〉 グ〉 酎サ・

平
成
4
何
十
山
以
鈴
「
宅
地
化
十

災
復
一
と
さ
1
だ
い
口
封
乙
次
公

」

!
2
4
イ
4
J
い

Z
P
4
5弓
8
1
2
a
みふ

内
の
民
地
は
、

3
・
3
附
当
た
り
の

評
価
額
が

3
一M
m門
会
下
回
る
も
の

V
問
い
合
わ
せ

錯824号

司c牢



第824号

郷
1
問
は
パ
ス
タ

オ
ル

1
枚
。
約
4
闘
は
さ
ら
し
布

1
5
0
側
枚
、
糸
、
針
、
ハ
サ
ミ
¥

?
チ
針
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

Q
セ
ン
タ
ー
で

湖
北
金
ー
の
ほ
の
ほ
山

〈
鴻
北
駅
南
口

位
〈
川
引
〉

1
1
3
1

一、器官

こ
れ
か
ら
父
親
、
母
税
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

v
a時
3
月
目
白
(
土
)
午
前
9

持
部
分
か
ら
日
時
(
位
付
同
日
当
行

午
前
Q
M
時
間
分
か
ら
〉

V
内
容
本
山
ミ
リ
川
明
日
午
「
川
り
と
子

の
き
ず
な
」
串
部
ち
ゃ
ん
の
お
側
料

品
の
入
れ
ガ

-Tぞ
の
鵠

((). 議

V
時

間

午

前

9
時
却
分
か
ら
日

時
部
分
(
郊
3
凶
は
午
後
l
時
か

ら
3
時
)

3. (3) 1992. 

2
分〉

d

可
也
親
学
級
日
糧

H:W，~'I' の父r後
任以'111:;':絞め f-，;)j (似耐liのぷ)

主主iJJ)~'I' の{給料 l!t:i' l 会
れlぶ'1'とNH去のf単純

子~fくりオふツ

，，¥(I';.ゃんのま量殺

.Hiたの;m
係長u'Wl'ゑ

， 3 n 6 ，1 
g巨:冨 i

{イむ)

3乃911 
{凡)

I 3 J11711 
第 3恩 l

(火)

第 2回

ゃ
ん
体
山
側
、
川
市

怒
れ
炎
、
札
制
斗
1
1
長、

f
zい
こ
っ
、

オ
μ

6

1

手
羽
詰

4
1
リ
ー
ペ

て
の
織
か
い
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
悦
に
ご
州
議
を

υ

v
a程
3

ハ3
日
か
ら
M
口
ま

¥ 

/ 
3月2自から

明、wv
受
付
時
間
午
前
9
時
日
分
か

ら
Q
d
時
品
分
(
該
当
児
て
午
前
9

持
品
分
か
ら
日
時
泊
分
(
そ
の
地

如
何
談
の
あ
る
方
)

V
対
象
+
小
平
成
3
何
十
日
川
生
ま

れ
(
通
知
が
い
き
ま
す
)
串

o
i
G

の
あ
る
力
)

i
6
か
凡
刷
、

9
1
口

安
利
用
し
、
医
療
機
関
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

ニ
フ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
一

一
審
よ
び
判
定
B
C
G
一

生
後
4
か
月
か
ら
4
鵡
米
川
例
の
¥

子
ど
も
で
1
皮
も
B
C
G按
Mm
を

一

'

い
な
い
乳
幼
児
沼
教

L

4
正

第 41B1

3
Rお
お
(
水
)

※
待
問
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
部

分
か
ら
2
持
部
分

こ
の
検
設
を
交
け
て
が
ん
の
半

期
発
見
、
早
期
的
政
を
し
ま
し
ょ

う
り
定
期
的
に
検
訟
を
安
け
て
い

る
万
も
ん
J

ま
で

1
皮
も
検
診
宏
、
つ

け

た

こ

い

万

も

こ、り
ト

v

※
 

挺
に
籾
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い

ー
畿
6
か
月
見
躍
康
総
査

ー
良
市
ヤ
の
頃
は
、
必
本
的
な
山

つ
け
さ
せ
る
ん
切

V
持
参
母
子
健
康
子
版
、
川
沿

菜
、
歯
ブ
ラ
シ
(
大
人
用
、
子
供
川

各
1
本
)

問
時
心
成
人
病
検
診

(
的
議
以
上
は
血
液
検
指
)
も

災
地
し
ま
す
。

V
対
象
持
政
以
上
の
市
内
在

役
の
女
性

V
検
一
給
制
州
問

4
月
か
ら
7
月

d
喝

T
議

6
か
白
河
尭
館
開
駅
舘
査
臼
桂

象

小
児
マ
己
主
ワ
ク
チ
ン

ハ
ポ
リ
オ
〉
投
与

生
後
6
か
月
か
ら
4
歳
未
満
で
、

ポ
リ
オ
投
与
を
2
度
積
ま
せ
て
い

な
い
乳
幼
克

(
1
凶
目
と
2
回
日

の
出
町
怖
は
ふ
遊
間
以
上
あ
け
る
こ

吋
予
防
接
穣
い
の
ご
案
内

誌
を
予
訪
す
る
た
め
に
行
う
も
の

疾
病
の
種
類

付
象
諮
問
仰
に
該
当
す
る
乳

幼
児
は
、
平
め
に
体
調
の
良
い
と

き
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

接

種

の

よ
り
終
部
の
筋
肉
に
無
判
明
が
か
か
食
事
司
日
光
浴
、
薬
物
療
法
)
な
ど
る
政
忠
が
な
い
と
さ
、
初
、
め
か
…

，
璃
珪
品
器
m
J
F
宇
℃
締
出
り
、
筋
疲
労
牲
の
路
捕
を
起
こ
す
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
な
血
液
佐
北
九
ア
ト
ん
の
変
化
が
な
一

一
五

5
{
4
ニ

{

山
V
A
総
上
で
辻
川
内
作
山
が
な
い
よ
う
ま
た
、
山
め
涼
串
と
考
え
る
と
く
し
て
も
竹
秋
佑
症
の
要
議
が
一

…
立
芸
誌
と
は
、
加
齢
に
よ
な
芳
般
の
後
小
五
を
起
こ
し
て
き
は
、
歩
行

Zw称
、
杖
ま
た
は
礼
加
わ
っ
て
、
縦
続
三
訴
え
を
一

…

り

、

ま

た

は

女

性

的

問

結

後

付

い

る

場

合

川

収

絞

め

手

押

し

棋

の

妃

mも
心
付
す
る
こ
と
が
な
V

く
な
っ
ま
す
。
一

…
泣
の
減
少
し
た
器
時
令
指
し
、

ω内
刊
行
的
合
併
続
に
よ
り
食
欲
が
効
と
考
え
ま
て
∞
が
川
誌
と
考
こ
の
よ
う
な
と
き
、
活
性
型
一

…
お
鈴
に
な
る
と
必
略
慌
の
も
の
ぬ
一
ト
し
カ
ル
シ
ウ
ム
の
誌
誌
の
え
み
と
き
は
ビ
タ
ミ
ン

0
3
諮
川
ビ
タ
ミ
ン
ひ
コ
翌
三
一
世
苧
乞
一

…

に

す

手

。

普

段

器

拡

つ

時

一

生

要

一

川

さ

と

が

あ

り

ま

す

。

…

…

こ

れ

が

縦

一

芝

山

川

矧

と

な

る

必

下

場

企

思

禁

事

官

U
ふ
官
じ
お
主
路
島
什
机
綜
抗
日
淳
、
「
し
び
れ
」
一

一日れ十一日日
u
j
u
d
げ
痛
と
下
肢
の
し
び
れ
け
い
引
い
れ
ふ
れ
一
一

…
に
あ
り
、
五
壁
紙
約
一
体
で
は
減
少
、
外
出
の
機
会
が
減
る
こ
と
が
必
裂
と
な
り
ま
す
。
ほ
か
の
窓
を
苧
え
る
べ
芝
、
…

一
也
性
経
痛
め
抵
密
と
な
る
こ
と
に
よ
り
川
口
組
滋
誌
に
品
川
軟
化
症
の
永
い
物
を
も
っ
た
り
、
歩
い
て
す
り
た
だ
し
、
決
然
と
し
た
。
だ
一

一
は
少
な
い
で
す
。
山
古
川
一
九
宗
加
わ
っ
た
状
態
で
は
下
腿
い
る
と
す
ぐ
総
労
部
が
続
く
な
る
、
る

p
dテ
を
「
し
び
れ
」
…

一
立
法
相
続
が
軍
総
話
会
組
付
品
川
け
に
も
一
語
公
認
め
た
椛
れ
や
す
い
、
全
身
が
だ
る
い
、
い
ど
い
い
説
し
て
訴
え
る
こ
と
も
あ
…

…
こ
す
と
き
は
、
次
の

3
つ
め
状
以
上
に
つ
い
て
の
治
離
と
し
て
た
る
と
こ
ろ
が
務
い
な
ど
の
呼
え
り
、
印
刷
芝
引
い
ま
す
。
一

…
叫
絡
が
考
え
ら
れ
ま
寸
。
付
相
川
松
山
総
h
h

対
す
る
撚
議
は
、
〈
地
は
M
4
人
口
は
多
く
X
総
で
竹
紛
糾
相

V
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
…

…

ω多
発
性
の
総
体
黒
山
付
折
心
ウ
公
邸
品
開
、
バ
ラ
ン
ス
め
と
れ
た
組
合
必
め
、
そ
の
他
心
…
泌
削
が
ど
な
附
会
枕
(ω

閃〉

5
5
2
5

…

と
)
。
対
象
…
%
に
は
滋
知
し
ま
す
。
院
に
mm
訟
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。
女
平
記
録
「
1
1
i
h十
七
川
u
i
i

一一

Z碍

2
2
E午
後
1

の

カ

ロ

リ

ー

チ

ェ

ッ

ク

や

献

立

ア

一

審

事

議

割

譲

一

時
部
分
か
ら

2
時

お

分

ド

パ

イ

ス

を

行

い

ま

す

Q

ぜ
ひ
ご
い
ら
い
ら
す
る
、
抑
制
札
な
い
、
や

V
持

参

母

子

健

康

子

様

、

問

診

相

談

く

だ

さ

い

。

る

気

が

お

き

な

い

。

身

体

的

む

検

V
申
し
込
み
電
話
予
約
(
日
時
盗
し
て
も
川
内
常
は
な
い
が
、
ど
こ

※

発

熱

等

心

況

な

と

き

は

、

を

お

知

ら

せ

し

ま

す

)

ど

な

く

す

っ

き

り

し

な

い

。

V
雄

山

四

保

健

セ

ン

似

倒

セ

ン

タ

ー

で

辻

、

そ

ん

な

心
の
悩
み
や
い
山
村
っ
た
方
の
た
め
に

料
抑
制
佐
川
品
を
行
っ
て
い
ま
す
。

心
の
持
ち
む
ひ
と
つ
で
ず
い
ぶ

ん
変
わ
る
も
の
で
す
。
一
人
で
掻

ま
な
い
で
気
料
に
ご
利
用
下
さ
い
o

v申
し
込
み
五
一
切

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
〉

V
担
当

つ

い

ン

タ

!

の

一

案

内

い

を

吋

多

い

。

V
持
参
母
子
鍵
綾
手
続
と
印
蹴

V
費
用
磁
学
諮
ま
で
無
料

V
問
い
合
わ
せ
謀
総
セ
ン
タ
ー

対

象

者

扇
之
り
接
糟
教
室

肩
こ
り
や
綾
誌
で
脱
出
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
悶
は
は
機
刑
判

相
談
も
お
党
け
し
ま
す
α

V
時

間

午

V
4
m
し
込
み

お
い

4

司
庸
こ
り
・
鰻
痛
数
輩
出
韓

期日 S注な内容

3 11 3 11 身近な世Jl泌がミ Cf，~)
(火) イ料品(深li手数、f，t;'E'!立i)か寸法キ:)

3J11Of! 食事診綴f
{火) 栄廷のパランスをとるために

3 JlIHI 廷しい手誌のみがき }jとfおぞうのうろうの子誌を
{火〉 Mこワ 3醤jm予~1i<7)録手議

31124[1 五iこり重要ilii子紛の終審議
{火) (f4.;の状態を凡ながら依然さと千tいます)

生
後
3
か
汁
i
持
切
か
月
未
満

(
6
池
山
以
上
の
応
綴
で
2
日
開
後
日
明
)

十五

;長手

し

/ぃ

.5JIJ 

M

M

M

R

 

{
出
淋
し
ん

一

成

し

ん

{
わ
ね
た
ふ
く
か
ぜ

生
後
は
か
け
か
ら

η
か
月
糸
川
絢

生
後
刊
日
か
バ
か
ら
勾
か
月
未
満

一
似
し
ん
米
銭
総
務
で
希
援
す
る
幼
児
)

「
保
必
弘
刊
の
同
意
書
が
必
姿
」

関議療

イ盟

三

線

滋

A
H

{

緩

傷

胤

)

一
一
口
付
せ
き
一

ご
ン
フ
テ
ワ
ア
」

閉山
I
則
は
生
後
ロ
か
月
か
ら
泊
刊
か
月
未
満

(
3
1
8
週
間
隔
で
3
包
接
種
)

第
日
間
は
第

i
期
終
了
後
間
以
か
月
i
閃
か
け
未
満

「
一
的
別
出
合
(
附
徴
収
開
滅
、
ジ
フ
テ
リ
ア
)
を
品
川
比
け
る
場
合
は
、
郎
総
)

f

削
に
似
品
附
し
て
下
さ
い
。

託

炎

3
ぷ
以
上
総
学
前
ま
で
の
側
期
間

Z三委内

健
康
一
相
一
同

日
頃
健
燥
に
不
安
を
持
っ
て
い

る
ガ
を
対
象
に
、
間
持
鎧
婦
が
健
様

相
談
を
行
い
ま
す
。

V
日
時

3
月
6
5
(金
)
ん
す
蔀

9

時
却
分
か
ら
日
時
部
分

V
場
所
市
役
所
1
m
m泌
氏
謀
部

米
続
出

d 訓餓ヤ

伊
常
喜
酔
F
P

》

柏

市

柏

2
5
5

諮
れ
4
s
h制
a
V
糊
昨

(
U
W
)
1
2
5
5

3
織
兇
鍵
一
康
診
一
空

V
対
象
昭
和
田
年
立
丹
生
ま
れ

(
通
知
が
い
き
ま
す
)

V
臼
時

3
月
初
臼
(
火
)
交
付
午

後
1
時
間
山
分
か
ら
2
持
品
分

V
場
所
市
川
開
鍬
々
ン
タ

i

v持
惨

ラ
シ
、
以

V
対
象
ル
柏
市
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
日
成
米
州
の
乳
幼
児
と
兇
双

v
a時
3
川
初
日
(
水
)
午
後
1

納
付
か
ら
2
山
町
一
川
相
似
健
所
〉

V
内
容
縦
形
外
科
緩
む
よ
る
鈴

撚
・
指
棚
、
保
川
附
山
側
に
よ
る
務
総

V
持
参
附
子
健
康
子
械



(4) 令=
((ju. d島 3. 1992. 

@
一
の
担
問
題
懇
館

⑨
湖
北
台
分
鑓

③
布
佐
分
箆

晶
明
白
智
動
翻
務
総

合
〈
削
山
〉

T
T
T
0

8
(
m
w
)
3
0
5
5
 

惣
〈

mw〉

4
2
3
1
f

怨
〈

U〉

0
5
0
2

諾

の

名

所

一

紹

介

図

書

議

内

一

科
に
な
り
ま
し
た
。
花
会
訪
ね

て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

V
響
名
〈
答
者
〉
中
小
日
本
列
島
花

m
a
p
s
関
東
め
花
本
日
本
花
を
訪

ね
る
旅
牢
一
平
で
行
く
花
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
全
尚
一
総
本
日
本
の
尖
松
藤

ル
γ

北
米
写
真
集
*
込
山
側
花
の
ガ
イ

ド
(
市
吋
秀
務
)
本
汀
本
花
め
名
所

ガ
イ
ド
*
花
め
山
川
旅
(
林
以
競
)
牢

新
花
め
百
名
山
(
問
中
渋
一
代
)
*
日

本
の
杭
物
回
世
界
の
絞
物
川
州

J
t
J
U引会一

お
訴
の
お
ち
し
ろ
さ
や
裂
し
さ

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
り

チ
ビ
ッ
コ

第824器

臼

桂

ヰ

3
Nバ
ら

日

、

凶

日

(
ト
ホ
)
市
民
会
部
第

4
会

議

主

申

wv
時
間
開
午
後
3
持
お
分
1
4
時

(
E
E
ヨ
Y
一

円
》
潟
北
台
分
館
(
白
木
阿
)

V
作
品
・
作
者
静
物
a

米
野
洋
子

(
古
山
ム
心
、
山
川
桃
・
火
山
味
、
キ

(
守
山
山
川
)
、
絞
め
滞
・
絞
ル
川
内
K

白

レ

仲

ゆ

.

王ム合口)て、ん飢無川州…組.波辺伶
h

太凡子(川均問北

ム
uι)、
口
十
取
締
‘
小
始
終
子
(
湖
北
ム
日
)

。
布
積
分
館
(
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
)

V
作
者
…
給
水
孫
子
〈
肉
料
川
山
)
、

純
真
利
子
(
背
山
川
ム
け
て
い
れ
小
利
子

〈
山
中
州
市
〉
、
航
抑
制
尚
子
(
い
け
ー
山
山
口
)

働
展
示
期
間

3
八
時
け
か
ら
4

月間
ω休

館

mwa知!っ竺

邸
内
航
湖
北
ム
日
・
布
佐
分
館
、
ぞ

仇
ー
か
ぜ
ひ
は
資
料
核
問
刊
の
た
め
、

3
月
I
H
U
(
日
)
か
ら
り
抗
日
(
土
)
ま

で
休
館
し
設
す
り
体
卸
小
の
川
崎
却

は
凶
川
内
の
み
受
け
什
け

e
 

@
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
!
で
は
、

山
市
し
く
学
べ
る
講
践
を
開
設
し
ま

す
ω

新
し
い
円
分
の
発
見
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
ふ
る

}
応
募
く
だ
さ
い
。

一-----*-~---~----…一一一一一一一……一一……φ一一一一一一。…一一一一吋
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2 5 ンて 1 チでま
8 エゴ 6 ベく l ェ ず
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V
対
象
市
内
在
住
で
年
齢
、
性

別
は
向
い
ま
恰
ん
。

V
定

員

各

議

w
m
m
名
(
先
病
問
〉

V
申
し
込
み
-
問
い
合
わ
せ
作
山

知
世
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
作
齢
、

V募集講盛一覧
な
お
、
本
館
同
同
地
九
日
巾
ど
お
り
開

館
し
て
い
ま
す
。

県
立
高

3
月
誌

で
休
躍

フ仁

会

オく

悶

時

内

第

1
・
3
丹
閥
的
問

，'，，'， J]-え
のよ延
長~ j，hj 
.}'Tの
中
ルフ

ま
吋六、

q
J
'
n
v
m
b
-
A
U
 

可i

・今、
U
1
1
T
よ
e

つd

第

1
6
3合
間
日

容

j 受
(教材費害事は制述、 3恩め分幸子J).議

|料

句
会
、
吟
行
等
を
過
し

小
物
か
ら
ベ
ス
ト

ー

タ

ま

で

第

1
・
3
金
総
臼

守

J
V
-
n
u十
I
}
=
d

・
n
u

τ
i
a

ヨU
1
1

可よ・今、
M

命

zf3金

ま詮

動G細部

鶴子摺

セ

め
初
止
少
か
ら

物
災週間

今
日
か
ら

7
n
(十
一
)
ま
で
は
砧

築
物
防
災
退
問
で
す
。
昭
和
的
何
?

の
千
葉
県
東
方
沖
地
潟
で
は
、
多

数
の
ブ
ロ
ッ
ク
・
石
場
が
倒
れ
品
。

い
ん
仰
が
炎
わ
れ
ま
し
た
。
憐
れ
た

塀
の
多
く
が
議
燃
や
}
{
す
ら
な
い
判

惑
な
繍
ー
に
よ
る
も
の
で
し
た
“

今
回
以
、
グ
安
全
な
法
や
り
づ
く

り
。
の
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
府
仰
の
造
り

方
的
概
撲
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

H

部
が
平
成
立
年
秋
に
山
判
然
し
た
ゆ

い
て
制
版
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い

う
勺
山
本
し
く
位
脱
づ
く
り
緋
山
内
L
Q

濃
路
終

f
筒
、
こ
の
ま
ま
終
わ
る

の
は
も
っ
た
い
な
い
と
引
泌
が
集

ま
り
、
昨
年
2
バ
は
ス
タ

i
ト

υ

会
は
、
骨
一
常
収
伎
で
構
成
さ
れ
、

札
ぶ
約
1
0
0
朴
一
好
。
市
内
及
び

近
稔
の
山
川
町
…
や
M
問
中
~
な
ど
を
訪
ね

h

引
き
な
が
ら
、
み
ん
な
で
慌
し
く

例
制
服
づ
く
り
を
し
て
い
る
の
〆
ン

パ
i
は
、
子
供
か
ら
向
齢
表
ま
で

一
戦
広
い
け
出
欠
線
認
や
h

引
く
吋
の

態
勢
会
考
え
て
、
地
域
ご
と
の

9

班
体
制
を
と
っ
て
い
ゐ
。

前
向
は
保
山
川
と
し
て
バ
1
川
打

線
問
に
行
っ
て
お
り
、
少
く
距
献

は

m
iげ
〆
伎
の
問
で
、
季
節
に

よ
っ
て
税
、
え
て
い
る
。
午
前
八
U

的

地
ぎ
か
ら
午
後

3
待
問
引
を
日
途

品
分
歩
い
て
河
川
介
休
怒
と
い

っ
た
ベ

i
ス
で
歩
く
。

場
所
は
子
山
川
沼
間
周
辺
や
市
内
め

史
跡
な
ど
を
小
心
に
歩
い
て
い
る

が
、
時
に
は
「
持
総
胤
土
記
の
丘
し
な

ど
の
減
方
に
も
込
を
の
ば
?
の
削
叫

訟
は
米
京
の
「
ふ
ふ
託
公
川
附
し
周
辺
を

文芸だよりは皆さんがつくるコ…ナ…です。

締切は毎月13日{必着)。ハyゲキで1人 1作に限

りま

応募先

善彦句鍾言霊

染 谷 巣 後 選

や
は
ら
か
き
冊
一
戸
の
緩
急
し
…

eTか
き
や
臼
印
刷
凡
な
れ
ぬ
顔
あ
り
て

紅
梅
の
色
さ
わ
や
か
に

.3あ
か
り

村
吋
得
せ
て
話
す
人
な
し
夜
長
か
な

よ
う
カ
ん

小
中
奨
の
架
溶
き
と
は
る
森
被
岸

ふ

き

と

う

お
本
一
刊
の
土
や
は
ら
か
さ
時
仰
の
探

抑
し
会
っ
て
け
だ
る
急
処
や
初
訪

山
無
喝
の

.2は
あ

へ

な

く

概

木

に

和

夫

山
林
の
川
悦
》
各
市
対
則
す
べ
り
ゆ
く
潟
老
原
千
代
子

さ
だ
ま
ら
ぬ
旅
の
け
思
う
て
初
勝
佐
繕
れ
た

十
ム
ヂ
を
来
句
命
令
か
ふ
も
二
人
廿
阜
市
ゆ
る
鈴
水
さ
だ
子

市
崎
絞
め
山
彦
た
も
と
筑
波
路
や
一
日
川
椀
向

号密書震設?盤響(移 動)命鱒錯簡藤井町図議鰭率、議 官醤中止
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階
一
符
千
鶴
子

山角。おんじいれ子

j

f

f
今

地

問

勝

子

2
2
4
白
人
三

必Eょ.j.t
カn

我孫子爵18路市。役所広報広総書長

如
月
の
今
悶
は
わ
が
胞
に
鋒
る
一
容
は
赤
冬
絡
め
花
に
日
間

り

ぬ

浅

野

析

枚

少
年
の
日
心
労
負
わ
せ
し
自
晶
子
な
れ
ど
父
母
に
芝
川

の

切

符

貿

ひ

米

ぬ

奥

野

:

-

州市町内
h

む
と
門
は
め
さ
す
い
憾
に
制
好
家
速
さ
恕
ひ
山
山
門
ぷ

が

に

咲

け

り

関

円

部

紅

根
昆
布
と
乾
株
立
に
炊
か
れ
た
る
栄
一
以
を
ヂ
誌
に
入

れ

て

く

れ

た

る

木

崎

沖

子

ま
ぱ
む

打
身
し
て
苦
し
む
捻
れ
を
い
た
わ
っ
て
ほ
矧
め
引
則
的

に

友

は

さ

そ

い

ぬ

新

明

不

女

斜
術
林
切
ら
れ
凡
践
す
出
の
新
五
階
の
棋
の
挫
ら
ト
い

が

り

ゆ

く

と

終

和

夫

ほ
抑
制
の
風
邪
ひ
き
た
れ
ば
み
ど
り
児
を
抱
き
て
今
夜

は

わ

れ

の

附

れ

り

山

内

場

下

線

f

蝶
館
よ
り
述
ひ
出
で
た
る
ぬ
羽
燃
料
川
れ
た
み
ん
弘
、
め
九
円

に

舛

ひ

を

り

小

山

払

子

風
邪
に
択
す
践
の
小
を
く
み
く
る
と
門
ひ
党
、
4

ん
し
似
p

m主
制

る

ま

ま

い

で

し

辺

代

嫁
く
軒
以
亡
母
縫
ひ
米
れ
し
綿
入
れ
の
縞
の
狩
ベ
い

ま

で

も

滋

し

出

迎

M
mハ

山本箆太選

ム場

G
G
G
φ
容

電器
窃

V
申

し

込

み

へ

山

崎

述
松
山
し
て
く
む
さ
い
匂
な
お
、
コ

i

ナ
;
持
判
は
市
民
小
一
日
深
川
代
糸

川
誌
で
、
一
小
川
一
一
一
山
明
、
受
け
付
け
て
い

ま
す
り

マ
コ
ー
ナ
ー
科
用
上
の
注
窓
取

り
扱
う
品
物
は
、
ー
と
し
て
け
川

雑
代
擦
の
耐
久
初
代
財
で
、
火
山

'N
動
心
不
、
生
き
物
は
扱
い
・
渓
せ
'

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
出
州
州

〈
河
合



第82ヰさま一、=

め
出

来
に
位
一
抗
す
る
の
が
線
一
ド
ド
さ
つ

き
町
会
(
右
副
参
照
)
。

こ
こ
は
、
も
と
も
と
綬

μ第
1

町
内
会
と
し
て
活
動
し
て
い
た

が
、
近
年
の
宅
地
開
発
な
ど
に
よ

り
、
世
術
数
-eu約
1
0
6
0
佼
般
に

地
加
。
そ
の
た
め
、

-
W
A殺
の
述
併

が
慨
し
く
な
っ
、

m
門
机
仰
な
抑
制
約
会

活
動
を
進
め
る
た
め
、
地
区
会
4

町
会
に
分
け
た
と
こ
ろ
で
ふ
め
る
。

自
治
会
発
足
は
、
平
成
一
万
年
6

月
、
現
在
、
会
長
数
U
A
世
帯

(
6

斑
)
、
ほ
と
ん
ど
が
東
京
方
面
へ
勤

め
る
サ
ラ
リ
!
?
ン
で
構
成
さ
れ

t()-務j

あ

び
刷、
丸岬

多

く

つ

い

て

の

料

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
ぬ
の

博
物
識
と
ん
山
綾
鳥
類
研
究
所
の
共

催
に
よ
る
第
1
醤
ぬ
学
諸
経
が
2

月
お
日

(
8
)
、
同
博
物
館
講
堂
で

3. 

学ア
フ
ピ

滋ア

の思
烏醤

(5) 1992. 

給金訪韓母

族
ぐ
る
み
の
釘

会
員
関
士
の

に
日
治
会
め
よ

う
す
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ご
」
こ
は
す
ぐ
泣
く
を
凶
道
6
サ

総
が
通
っ
て
い
ま
す
が
、
自
治
会

内
は
静
か
で
住
み
や
す
い
と
こ
ろ

U
H
根
戸
下
さ
つ
き
町
会
H

あ

研
一
助
長
で
同
博
物
館
館
長
で

も
あ
る
黒
田
長
久
氏
が
、
あ

い
さ
つ
を
兼
ね
て
お
学
に
つ

い
て
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
湾
岸
地
域
の
議

申
ー
か
ら
帰
国
し
た
山
総
品
研

め
い
臼
瀬
邦
和
氏
が
一
ブ
ピ
'

シ
年
、
チ
ド
リ
の
謝
慌
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
的
。
約
目
的

名
の
受
講
芥
は
、
熱
心
に
脳
内
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

企
自
治
会
の
街
説

d

司
会
員
同
士
の
交
流
が
臨
ら

れ
る
繰
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー

交

-
幻
日
の
問
問
、
市
民

会
備
で
「
あ
び
こ
国
際
交
蹴
ま
つ

り
位
」
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
た

ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
つ

り
は
「
我
孫
子
国
際
交
流
の

A
F、

を
U
V

一
件
字
、
桜
一
戸
近
続
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

こ
の
絡
設
を
利
用
し
て
吹
副
会
な

ど
家
談
ぐ
る
み
で
楽
し
め
る
行
事

干
の
交
流

い
の

る
児
議
公
開
闘
が
欲
し
い
で
す
ね
」

O

V
会
長
議
島
重
雄
桜
一
戸
1
0

2
5
の
お

誠
吋
我
孫
子
市
関
勢
耕
一
解
交
流
協
会
」

の
皆
さ
ん
と
(
財
)
ヂ
猿
山
間
際
交

流
協
会
、
市
な
ど
が
協
力
し
て
国

際
交
流
の
織
を
広
げ
る
た
め
開
催
。

あ

⑧
客
環
で
シ
ン
デ
レ
ラ
を

揮
す
三
子
さ
ま

事
醤
擦
交
流
を
一
ナ
1
マ
に

講
演
す
る
モ
レ
シ
ャ
ン
8
ん

び

di) 

れ

備，
t岬

平成 4年度

ヵt

広お

け

悶

ア

メ

リ

カ
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
総
踏
の
英
語

劇
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
で
は
、
日
本

語
を
交
え
た
セ
リ
フ
や
客
市
川
に

降
り
て
の
演
技
に
、
議
員
の
観

安
か
ら
議
ん
な
鈴
子
が
送
ら
れ

て
い

フ
ラ
ン
ソ

ワ
ー
ズ
'
モ
レ
シ
ャ
ン
さ
ん
の

ユ
ー
モ
ア
と
体
験
会
交
え
た
純

一
試
で
は
、

7
0
0
人
会
越
え
る
聴

衆
が
熱
心
に
部
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
鶏
問
、
世
界
子

ど
も
絵
画
展
、
ユ
ニ
セ
フ
の
暁

鰯
と
与
真
展
も
行
わ
れ
大
変
好

評
で
し
た
。

側、
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あ

び
綱、
え-

あ

え
総
発
搬
間
mmは
M
万
耐
に

γし
純
文
時
代
早
期
め
が
火
、

六
山
引
の
一
ゐ
服
、
前
閣
時
代
か

ら
不
安
時
代
に
か
け
て
の
杭

府
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

説
在
は
、
凶
大
作
泣
跡
を

湖
上
川
中
で
純
文
時
代
前
織
の

作
州
議
跡
を
中
心
に
点
列
只
濯

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
成
城
は
、
小
限
筏
約
1
5

0
日
の
問
削
山
仰
心
配
列
す
る
可

能
性
が
お
り
、
こ
れ
は
市
内
段

大
の
も
の
で
す
。
こ
の
地
、
近
殺

の
人
廿
や
多
数
の
土
器
な
ど
も

出
土
し
て
い
ま
す
。

で
平
成
元
年
目
汚
か
ら
一
絵
本
ト
市

部
泣
跡
群
発
掘
調
査
を
進
め
て

い
ま
す
。
説
査
は
3
年
討
を
迎

木
南
部
遺
跡
群
発
掘
調

内
最
大
島
列
貝
塚

軍
用
湖
北
務
付
グ
ル
;
プ
は
、

4
月
1
日
比
す
の
広
報
で
お
知
ら
せ
い
だ
し
ま
す
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己
主
、
コ

ォ
/
，

i

i
誌
へ

i
お
こ

i
ラ
ス
、
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
の
内

山
介
で
弁
学
何
?
加
に
山
山
山
柄
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な
か

で
ち
ー
か
十
小
川
が

2
週
間
か
け
て

作
っ
た
子
作
り
幹
郎
(
は
初
技
場

り
法
被
姿
の
長
持
大
小

い
で
存
郎
会
糾

こ
の
大
学
祭
は
、

1
年
間
新

し
い
仲
間
同
と
楽
し
く
学
ん
だ
成

山
本
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
発
表
の

ブ
招
致
で
判
制
作
し
た
予
則
前
や
役

栽
、
絵
町
内
な
ど
を
展
示
。
訪
れ
た

人
た
ち
も
感
心
す
る
ほ
ど
の
山

米
栄
、
え
で
し
た
。
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平成4年2河 f巴現主主 *世帯数39，695世帯

人0121， 983人莞61，144人女60，839人
@市 役 所 本 庁 部一1111 .市民鑓惑鑓本皇官邸ー1110 溜北台

@つくし野支所 84-8801 分鑓87-3055 布佼分鑓89-1311
@ 溜 北 台 支 所 88-0828 稼動殴怒鑓 87…0909
@湖北支所 88-2111 .都市改選考察務所前ーペ汽

@布佐支所 89-2358 曜暴露体障害容矯祉i2ンタ-88-01れ
番語教宵祭録会 85-1151 .，あらき慰 88…4188
@ 水道整局ι84-0111 .つつじ怒 88-0123
@消 防 署 84-0119 綴生活環溌潔〈浄化機)87“ 2379
⑧少年センター 84-1900 ゴミ)87-0015(し尿〉部一2547
③保健センター 87…1131 .布佐南近隣ゼンタ-89-37勾
@市民会館 84-3311 .天主台北近隣ゼンタ-82一部88
@中央公民館 82-05句 曜署捜戸近燐センター 83-5363
@殺の博物怨 85:--2212 壁華街民センター秀83-7722 湖北

民体湾総 87…行55 台88一部27 布渡部…1193

11>8符 3月29日〈日〉午前 88寺45

分受市〈市民{本務鰭〉

b種目 男女学年制シングルス、

~女オーブンダブルユ

降参加資格 子ち内在住建筏学の中

学 2年生さとでい人2種臨まで〉

砂参加惣 シングルスマ00円、ダブ

jレス200円〈当日綴訳〉

砂$し込み-鰐い合わせハガキ

iこ参加議館、住所、氏名、学年、電

話番認、大会名、所隠名そ明記'-'3

時科目〈ごと、LJ)!，¥着〉さとで!こ布注平和

台?の 2の行怒田康熊ままC8ω1210

〈午後 9[1寺30分~お跨30分〉へ

手子¥YHトドゴ}l;フ大会
炉呂持 31'写22臼CE三〉午前 98寺30

分集合くち民陸上競技場、雨天中比〉

修復芭 鰐・女燈人蛾〈ウエッジコ

ース18i沢一j仏新ペリ戸方式〉

砂持 参 ゴ ん フ ク ラブ CPW)

惨事参加重要筏 市内在住‘在勤・在学

の慈校生以上

ル参加設 つ人500内(当日後五又〉

併殺し込み-鵠い合わゼハガキ

さ安定l法寝込お〈体音響線、市民体脅館

iこ湾り)iこ住所、氏名、年錦、性感、

電話番号きそ明記し 3月13B(金〉ま

でに、主主孫子特84毅言考委鋳会体湾

諜怨(85)~151/\

i公開範明島公開講薬会|
11>8符 3島村臼〈土〉午後2時か

ら〈入場無料〉

砂テ-y

b務部渓てる子氏(弁護士〉

11>場所・問い合わせ 中央公民委窓

会長82)配 5
戸---一向……

;富沢震治合童謡、一人語ち
惨8符 3月20日〈絞3午後 2持か

ら〈入場毒装料、感子ち窃待参〉

砂場所 手要望沼親7}(広場研修室長'

砂内容 fやさ長なしJ、「よだガの

星..J )フイソッ三ノユハ…プと撚津

子の一人諮り

11>$し込み・問い合わてさ 滋話で

|我菰子政一葉一嘉子函1
i第 3 路定期潰 秦 愈 l

....8狩 3月15BC日〉午後4時開演

》議所市宗会館く入場料300丹〕

険路毘 スペ J ン三号線的、日ig

8and Stagelぎか

炉問い合わせや村公(87)0799

Pンティ戸養成講座l
11>8時 第 T悶… 3月 7日〈ニヒト

第 2悶… 3舟11B(7Jく〉、午後?時

部分から 3持30分〈参加燃料〉

炉務所 第 11Ql…和主義騒、第 21Ql

炉内容・諸富市 第?思…お年寄り

のき設と性〈芥ーと勝信氏、筑波大学割

毅浸〉、第 2臨…痴泉老人の特授と

議議(主義思ケイ子氏、策京都混入総

合部究所設資〉

※第 T毘きさのみ送迎パス湾りく湖

ゴヒ駅北口午後 18寺15分発〉

炉問い合わせ社会福祉協議会合

(84)1539 

i埜塑剣道連盟会見
砂綴霊童日 窃溜自暖午前 9j寺から

か務所 手濁沼仮設電f管轄遊緩

炉支す毅 )J\~1 年生以上成人もとg

b申し込み・問い合わせ滋誌で

3時計百荻で己建築筋合(83)む698ヘ

高量保宵室指導員
成課後の子どち主主ちそ遊びゃ行

警察等夜通して、指轄してくれる750

惨議絡先 どんぐりクラブままく88)

0195C夜間〉、だけのミテクラブまま

(87)2474C午後〉

構轟轟轟臨盤富轟轟轟謹醸匠韓1嘩輔 /暴力団
参白から「暴力団員による不

当な行為の泊ょと等iこ闘する法

1858J1ミ報広E毒殺ヘ 1 1 ~祭Jガ施行怒れます。留さんの鱒

※掲餓する湯合!誌、係から電話で 11りで、暴力的喪求告書事を箆去さり

漣絡し機影lこje習いきます。 11聞いたりした締!d:、雛祭己診ぐ 3

なあ、君主年加勢されだ方のうち、 1 遊撃費者去。お総務孫子讃霊祭惑問

渇裁できなかっ主主惨さんはお詑U ll

いだしさ安宅言。

平成3i夜中iこさをさ表れた添

平成 3年生まれの赤ちゃん

保護

生年月日、

3月13
〈念、消印湾劾〉さまでに我孫子

!市堂住宅・日露特別 j

l輿嘗住弔入患者!

砂入態資格市内相支・夜務省等移

で閉居室長たはi持層しようとする親

族がおり、住宅!こ患っている方

砂募集内容〈所得制綴があります〉

43，000舟

40，000 
1日虫色

~ぉ，i限 i

2 I 7，000円

2 ! 29，100内 l

b募集期鶴 3月 2告〈司〉から g

日〔時〉ぎで。申込惑は摩生課及び

径三五所!こあります。

検申レ込み・問い合わせ 療生諜

主士会{原公(85)竹11

r(関)我野市1<遼連盟会員!

も

[子ども英語教窓生l
p日時 ヰj再から窃遊日曜、午前

10aをから刊鴎〈会鍍月2000司〉

砂内容 茶野6:$生を対象に、 AB
Cの墓縫からましい発音等を鰐強

伊場所中宍公民家窓〈先務20名〉

傍若与し込み・問い合わゼ ハガキ

:こ住所、氏名、電話番号、保護審名、

子ども英語希望を明記し、務総147

の12ぎ)11一子役(83)1149ヘ

i鍵康徳操 会 員 (
砂練習日時岱週木隠午前10時か

ら竹持30分〈会費尽2000丹〉

砂内容ストレッチ{体操、リズム

ダンスなどの組み合わせ

帳場所湖花台市民センター〔場

所ガ縫保された場合;こ限る〉

除問い合わせ 佐々 木ままく88)3548

議襲業霊長会委員i
選挙人名簿 0)続髄!

我孫子ffi腿業委委奏会主委員選挙人

名簿!こ鐙録しだ者の氏名、住所、生

年間自宅を記載しだ謬笥そ縦箆して

いまザ。

惨縦覧鶏潤 3湾 8日〈自〉荻で

11>縦覧場所・問い合わぜ滋鯵管

理委総会怨(85)竹11

鱒
3
月
額
翻

し診》

宅2
A玄A.A÷日

V》.+Vbbが印
すγ
グ
民
穿
玲
主HN完

h
日》次汚

日N《だ日仇伶日
N口

山段従溶渓w椛粍蕗絵一旧防伶…川侃…山…お恐弓身
d訓埼心必河
d
喝

e
A
V
ゐ晶、

1移艶暴力梧談所の関設i

砂田時 3再 3BC火〉午前知詩か

ら午後ヰ時

炉議所薬務都支庁〈松戸市〉

炉問い合わせ く期〉毒薬力lID3段政奥

民会議事務笥霊堂0472(54)8930

|障害を持っている方へ!
陪内在住で鶴喜容を持っている

万、自立!こ鍔17ての作業後一絡に

やりませんか。

11>3議絡先 /J ¥燦燦作業所おおばん

お)11まま(89)0147

。社会福祉事業主基金!ととボーイス

カウト我孫子第 3閉様から?万

均出向、今村寅之動様く鈴木〉から

夜遅安全運動のマジックショー収

主主金5，280用の鯵1すがありましだ。

瞳 1:ぎ諮問題歯髄車砂m童
子レ京ンサービスft(85)13↑31

お詫びと訂正
2問符記録6窃の新木駅南側

ニヒ並立室蘭繋理署務業の響楽き十翻変

更は係る縦箆の記事ct，2湾27

日から 2週勝以内とあるのは、

i 3向178室長での誤りです。お詫|

|びして訂IEします。 I

2 lM線開栂談話市民栂談室10:00-1悶
用;吋1込1配ごと穏談z翼手市民センタ-gカト↑5:00

;e市y市E渓晃E殴器3察撃緩休飽 叫つつじ1波ま宇休ドz箆室 傘げ.~R鵜略の簿争務語銭休宣援E 

3 ド川:雪翠t火い門換つつじ綬宇然本鐙
トi" r際ãl~喜喜撃ZE淑北をき・布官配分重重体重官

4水 「 繍 鵠 揺 政 明 闘 機1∞0-15:∞
i川市民皇室警察館湖北をき・干哲伎分霊童手本重富

-干器使分霊童休館

"健康格設立Zつつひ主主10:00-11:30
2合 lu.e号密塁審飽i鏡花合併干百佐分総休館

州濁客様絞z寿司5f号センタ-9:30-11:30
叩術浅図書雲際滋泌さき・布殻分館休直窓

9 ml山記ごと鰍域緩センター2∞~悦
月!リ3i:i議害罪放格絞口市民総談窓句:∞~役∞

j山市民盤整喜重霊1旅立宮 げつつじ続休息章 容 Þ~R患の!等専君主霊i徐吉宮

JlQ:D*:げ繍鰍口市民榔鶴沼紛ら先駆路線度
;ぜJ~r官民寝室撃皇室充署北台・布佐分館休館

JlJl水:哨鮎腕駒市関緯?な∞-15:00
lL lL '山 リ市民殴慾慾湖北台硬手持佐分館休皇室

Jl2木謂組23手私権ゐ∞
ス金"1'勧閥幹市民相談室匂:∞-15:001l ;3) :aZ I日健康総=つつじ鮒∞~叩
V 川市浅草襲警察飽?飯ゴ己主主・干官佼分鐙手本書官

14 い市役所惣航一部の綴設は除く〉一土ド.fm災前

付I-'-町丹市主義綴望書館淑~t;台・布佼分室震休館

〈仮椋〉務孫子清水淑遼霊安ガ発足

しぎす。惑ってど参おください。

惨申し込み・問い合わせハガキ

に水深遠強入会希望と朱惑のう
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